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4　む　　す　　び

砂丘地におけるトソネル早熟栽培スイカの生育時期

別かんがい適量を明らかにするため，かんがい水量，

間断日数を組みあわせて5カ年試験をおこなった。そ

の結果，定植から着果までの初期生育は，寒暖の変動

が激しい時期であるため，1回あたりのかんがい量を

多くするより，地温の低下をきたさないよう間断日数

を短く，かんがい畳も少ないほうが良い。このため初

期生育は2日に1回75m前後のかんがい量で十分と

思われる。着果確認後のかんがい量，間断日数は間断

日数が短く，かんがい量が多いと，果実の肥大が順調

に進み，収量も多い。しかし，着果が悪い場合にはか

んがい畳が多いと，変形果の発生が多くなり，上物率

が低下するから人工受粉を励行して，着果数を十分確

保することが大切である。着果後はスプリンクラーか

んがいに切り替えるため，風によるかんがいのロスを

考慮しなければならないため，2日に1回15硯証かんが

いが適当と思われる。

屏風山砂丘地におけるスイカのかんがい栽培法

第2報　スイカの施肥体系確立試験

大場　貞信＊・有馬　重：げモ遊坐　次夫＊

1　ま　え　が　き

スイカのかんがい栽培下における施肥体系を明らか

にするため，肥料の種類と施用方法，元肥と追肥の肥料

の種類及びその組合せによる施肥法の検討を48～50年

の5カ年にわたって行ったので，それらの結果をとり

まとめて報告し参考に供したい。

第1表　試験区の構成

2　試．験　方　法

1　品種：縞王　台木のユウガオは相生

2　1区面槙及び区制：48年は1区59が，5反復，

49，50年は1区50ガ，1連制

5　施肥量（毎／a）：Ⅳ－2．O P205－2．0　K20－2．0

苦土石灰5．0

4　試験区の構成　第1表に示した。

区　　　　 名 l　　　 4 8 年 4　9　年 5 0　年 備　　　 考

1t 苧品 濃 定言巴号 元肥 C I）U 555 元肥 C D け555 元肥 C D U 555 は種月 日

追肥 憐硝安 カ リ1 号 追肥 N X 化成 追 肥 ⅣⅩ化 成 4 8年 5 月 15 日

2・竿 讐 ’）苧 讐 号

5・苧 讐 諸 賢 号

元肥 C l）け555 元肥 C D U 555 4 9年 5 月27日

追肥尿 素複合液 肥

（10 －4 －8 ）

元肥尿素複 合液肥

追肥尿素複合液肥

元肥尿 素複合液肥

50年 5 月11 日

定植月 日

48年 5 月 4 日
追 肥憐硝安 カ リ 1 号 追 肥 N X 化 成 49年 5 月15 日

4・苧 讐 ●，苧 讐 号 元肥尿素複合液 肥 元肥尿 素複合液 肥 元肥尿素複 合液肥 50年 5 月10 日
追肥　　 〝 追肥　　 ” 追 肥　　 〝

整枝方 法

49年子づ る 5 本仕

立 48， 50年子づ る

4 本 仕立

1

5．全 量・ ：基 肥

コーティン∵グ肥料区

全 量 基 肥
ム （日 用 区

全量 コーティソグ粒 肥

元肥 （憐硝安 カリ）

全量 コーティン グ粒肥

基肥 （憐硝安 カ リ）

全量 c D V 555

基肥

注．尿素複合液肥は48年度は400倍，49年，50年度は200倍液で使用，50年度の全量基肥区は40m深耕

＊Sadanom O叫Tuguo Yum（青森県農業試験場）＊＊Sigoo ARn仏（青森県農業試験場砂丘分場）
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5　試験結果と考察

1　初期生育

48年度の成績では元肥にCI川化成を施用した粒肥・

粒肥区および粒肥・液肥区が，元肥に液肥を用いた液

肥・粒肥区，液肥・液肥区のものより生育がまさる傾

向がみられた。49年度においては，48年度同様に元肥

にC工川化成を施用した粒肥・粒肥区および粒肥・液

第2表　施肥の差異と初期生育

肥区が旺盛な生育を示し，元肥の液肥施用区は生育が

緩慢であった。

50年度は粒肥・粒肥区および液肥・液肥区が緩効性

肥料の全量元肥（40cm深耕）区より生育がすすんだ。

以上の結果から，初期生育は5カ年とも元肥が粒状肥

料で旺盛な生育をし，また，液肥の元肥は液肥40D倍

液より200倍液で使用したもののほうがすぐれた（第

2表）。

4 8　 年 年 5 0　 年

乗　 数 （枚 ） つ る 長 ¢適 菓　 数 （枚 ）

5 8 ．0 2 6 ス 5 5 5 ．7

5 鼠 4

2 9 5 ．0

－

5 0．8
－

5 2 ．1 5 8 ．0

5 5 ．8 2 1 2 ．7 2 ヱ 9

－ －　　 2 2 0 ．8 2鼠 0

つ る長 録 乗　 数 （款） つ る長 ¢適

年　次

区　名

1粒　肥・粒　肥　区

2　粒　肥・液　肥　区

5　液　肥・粒　肥　区

4　液　肥・液　肥　区

5　全量元肥コーティソグ区

6　全量　元　肥CI）ロ区

704．5

72°．8

591．d

d64．5

2
　
　
7
　
　
9
　
　
7

0

　

n

u

　

9

‥

　

4

7

　

　

7

　

　

5

　

　

′

0

240．5

24三〇

185．7
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注．48　50年　4本づる仕立　　49年　5本づる仕立

2　雌花の着果状況

亜年度の調査結果では開花数は元肥CI川化成を施

用した粒肥・粒肥区を指数で100とした場合，粒肥・液

肥区が94　元肥に液肥を施用した液肥・粒肥区が74，

液肥・液肥区が87であり元肥粒肥区が開花数が多かっ

た。また，着果率は粒肥・粒肥区，粒肥・液肥区がそ

れぞれ22．5％，2占．2多に対し液肥・粒肥区，液肥・液肥

第5表　施肥の差異と土壌の無機態牒（昭48）

区は髭．4啓，2鼠5感で元肥に液肥を施用した区が高い

傾向がみられた。

5　施肥の差異と土壌の無税態Ⅳ

48年度の成績では第5表のように恥－Ⅳ　は元肥粒

肥区が元肥液肥区より高浜度で，追肥でも追肥粒肥区

が高い傾向があった。　NO3－Ⅳは各区ともきわめて少

なかった。

区　　　 名
層 位

（m ）

5　 月 5 0 日

7　 月　 2 7　 日

無 追　 肥 地 点 追　 肥　 地　 点

恥 － N N O 3 － N 合　 計 ⅣH 4 － W Ⅳ0 3 － tJ 合 計 m 4 －N N O 3 －Ⅳ 合 計

粒 肥 ・粒 肥 〇・一 1 0 8 ．4 0．2 8 ．6 2 ．8 0 ．1 2 ．9 4 ．5 0 ．5 4．8

1 玩 胎 鴎 肥 1 0 ～ 2 〔） 4 ．2 0．1 4 ．5 2 ，8 0 ．1 2 ．7 0．5 0．5 0 ．8

2 粒 肥 ・液 肥 0 一一 1 0 8 ．0 0 ．2 8 ．2 2 ．4 0．1 2 ．5
－ ・－■■ －

（ 〝 ） （ 〝 ） 1 0 ～ 2 0 2 ．9 0 ．1 5．0 1．4 0 ．1 1．5 － － －

5 警 ㌔ ●器 0 ～ 1 0 4 ．2 0 ．1 4 ．5 D ．7 D ．1 0 ．8 5 ．5 0 ．5 5 ．8

1 0 ・－2 0 5．0 D．1 5．1 0 ．5 0．1 0．4 0 ．7 0．1 0．8

4 器 ‘器 0 ～ 1 0 5 ．4 0 ．1 ； 5・5 0 ．8 0 ．1 0 ．9 0 ．5 t r a c o 0．5

！1 0 ～ 2 0 5 ．2 0．5 ！　 5．7 ！　 0 ．5 1　 0 ・1 l　 O．4 0．5 〝 0．5

4　収量，品質

48年度の成顔では収量は各区とも大差なかったが，

上物率は粒肥・粒肥区は90感，次いで液肥・液肥区が

（乾土川0タあたり呼）

74感と高く，粒肥・液肥区と液肥・粒肥区は50喀台と

低い水準にとどまった（第4表）。49年度は総収量は

コーティング肥料全量元肥が最も高く，次いで粒肥・液
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肥区，液肥・液肥区，粒肥・粒肥区の順であったが，

果数における上物率では，元肥に粒肥を施用した粒肥・

粒肥区，粒肥・液肥区及び液肥・液肥区がそれぞれ95

痴以上で高いが，液肥・粒肥区はぬる珍，コーティン

グ肥料全量元肥区は7ヱ8葬であった。

第4表　施肥の差異と収量，品質（昭48）

項　 目 収 穫
果 数

（個）

果 重
上物率

（個数 ）
帝

平 均果重

区 名
（毎 ） （晦）

1 農 芸邑●誓 言冨

2 器 ●警 誓

液 肥 ・粒肥 区
5 （〝 ） （〝 ）

液肥 ・液肥 区
4 （〝） （〝 ）

15．5

1占．9

18．5

1エ7

10 5．5

108．5

9エ5

105．1

1

90．0

勤．8

54．2

75．9
1

占．88

8．50

5．28

5．82

（1ロ株調査）

液肥・液肥区は早期着果数も多く，収稽果数の上物

率も95．1感と高く，糖度も安定した傾向がみられた

（第5表）。

第5表　施肥の差異と収量，品質（昭49）

項　 目 収 穫

果 敢
（個）

果 重
上物率

（個数）

（喀）

糖　　 度

区　 名
（毎） （中心 部）

1 粒肥 ・粒肥区

（元月田 （追月D

2 粒肥 ・液肥 区
（〝 ） （〝 ）

5 液肥 ・粒肥区
（〝） （ 〝）

4 液肥 ・液肥 区
（〝） （〝 ）

5 コ一句 ソ州酎
全 量 元 肥 区

17 0

20．0

18．0

20．5

22．0

1 10．5

12 1，4

9鼠4

118．2

140．9

9ヱ1

95．0

80．8

9 5．1

7 7 8

l

1 1．7

1 1．8

12．8

12．7

1 1 1・5
l

（10株調査）

第8表　施肥の差異と収量，品質（昭50）

項　 目 収 穫

果 数
（個）

果 重
上物 率

（個数 ）
（喀）

糖　　 度

区 名
（毎） （中心部）

1 農 芸忘●慧 冨

コーテヤング肥料
2 全 量 元 肥 区

0 工）ロ
5 全 量 元 肥 区

液肥 ・液肥 区
4 玩 旧 槌 的

28

2 0

20

25

14 1．d

1 14．8

115．5

14 R D

】

d5．5

55．0

70．0

1 80・0

10．8

11．D

11．2

10．9

（18株調査）

50年度は稔収量では収穫果数，重量とも粒肥・粒肥

区，液肥・液肥区が高かったが，40の花に深耕した場合

のコーティング肥料全量元肥区，CDU全量元肥区は低

い収量にとどまった。果数における上物率は液肥・液

肥区が加藤で最も高いが，コーティング肥料全量元肥

区は55藤で低かった（第8表）。

4　む　　す　　び

5カ年の試験結果から粒肥のCI）Uを元肥としたも

のは，液肥400倍液元肥に比べて初期生育がすぐれた。

しかし，液肥200倍液施用ではCDU元肥に近い生育で

あった。また，CDU全量元肥，コーティング肥料全量

元肥の4むm深耕したものは，CI）Uを元肥に∴NE化成を

追肥にしたものより収量が少なく，小果の発生が多か

った。しかし，コーティング肥料全量元肥の普通ロー

タリー耕の場合は，やや上物率が低下するが，CI川を

元肥にLNE化成を追肥したものより多収であった。


